
社会学の中のエスノメソドロジーという人間の行動を分析する分野の研究者と協力して進め
てきた人間とロボットのインタラクションに関する研究について述べる。研究は、以下のよう
に３段階で行った。
1) 人間同士のインタラクションがどのようにうまく進められているのかをエスノメソドロ

ジーの手法で分析
2) そこで得られた知見に基づいてロボットを開発
3) そのロボットと人間のインタラクションを再度エスノメソドロジーの手法で分析してロ

ボットを評価
本講演では、この方法により開発したロボット車いす、ミュージアムガイドロボット、介護

ロボットなどについて概要を述べる。
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